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令和５年度 第５回 昭島市社会教育委員会議・要点録 

 

開催日時／会 場 令和５年８月 24 日（木）午後７時 00 分～８時 45 分 204 会議室＋Weｂ会議 

出席者 谷部議長、松本副議長、小原委員、前川委員、指田委員、小池委員、齋藤

委員、二ノ宮リム委員、信國委員 

     事務局 川崎社会教育係長、中本主任 

                                                      

１ 開 会 

＜配付資料＞ 

資料１ 第 65 回全国社会教育研究大会宮崎大会冊子原稿（第５分科会）ほか 

資料２ 第 54 回関東甲信越静社会教育研究大会栃木大会開催要項 

資料３ 第８回あきしま会議（施設関連まとめ）ほか 

 

・昭島市月間行事予定表９月 

・西多摩新聞あきしま会議記事（６月 23 日付）  

 

２ 報 告 

（１）昭島市小学生国内交流事業運営委員会について 

 ※委員より報告 

 

（２）令和５年度第 65 回全国社会教育研究大会宮崎大会第５分科会事例発表について                 

（資料１） 

    ※議長より資料の説明 

 

（３）令和５年度第 54 回関東甲信越静社会教育研究大会栃木大会について （資料２） 

※事務局より資料の説明  谷部議長が第３分科会に参加 

 

（４）令和５年度東京都市町村社会教育委員連絡協議会第２ブロック研修会にあたって 

事務局  ８月 28 日に講師、合同会社ファミリーコンパス代表渋谷聡子氏とオンラインで打合

せを行う。 

 

（５）その他 

※委員より青少年問題協議会の報告 

 

３ 協 議 

（２）令和５年度自主研修について 

議 長  コロナ禍で３年間実施できなかったが、出来れば１泊２日で実施したいがいかがか。

小田原と清水で予定していたので是非行きたい。既に運用が始まったアキシマエンシス

だが、指定管理での運用経験が長い施設の意見を聴き、アキシマエンシスの活動につい
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て、良いところは取り入れるなどできればよい。 

     他の候補はないようなので、清水市、小田原市で実施したい。事務局よりアポイント

メントをお願いしたい。 

 

（１）既存の社会教育関連施設における課題について（あきしま会議）（資料３） 

    ※事務局より資料の説明 

委 員  今回のあきしま会議は具体的なアクションプランを描くということを目標にして実

施した。出た案の中からアクションを起こせそうなものについて具体的に進めていかな

ければならないということであった。そのために何を具体的に進めていくかということ

を話し合うために。会議で出ていた提案をまとめていただいた資料である。 

会議の中では実行可能性と重要性の縦軸、横軸で、どれに本当に手を付けるべきか

ということも話し合ったと認識している。そこが、この資料からだと見えてこない。

ホワイトボードの画像があるといいが、このチームに参加した方から振り返って説明

していただいてもいいかと思う。 

議 長  あきしま会議とは別に他市のシステムを調査したが、昭島は万全ではない。 

委 員  昭島は利用できる施設は多い。拝島自然公園に駐車場がないとの意見もあるが、河川

敷の駐車場は利用者のモラルが問われ、管理が大変であろう。 

  予約システムは一本化してほしい。社会教育関係団体に登録されていれば、すべて

利用できてもいいのではないか。予算の関係もあると思うが、定期的にシステムはア

ップデートすべき。 

委 員  同じ市の施設なのに、アキシマエンシスなど、別に団体登録をしなければいけない意

味が分からない。施設を利用しにくくしている。 

事務局  システムの更新は定期的に行っている。更新にあたっては、市民の皆様から頂いた意

見も参考にしている。一元化については登録の条件が違うので、別に登録が必要となる。 

委 員  条件が同じ施設については自動的に登録できるようになるとよい。今のシステムはこ

ちらの施設は使えるが、こちらの施設はまだ使えないなど面倒が多い。 

議 長  市によってどのような予約システムを使っているのか調べてみるのも必要なのでは

ないか。 

委 員  それは、各市のホームページから登録団体の条件や施設利用などについても調べるこ

とができる。 

委 員  東京都から移管された総合スポーツセンターや勤労商工市民センターの老朽化が進

んでいる。勤労商工市民センターは以前、子どもたちがよく卓球をしていたが現在はで

きない。子どもたちが室内で遊ぶところがたくさんあるとよい。 

議 長  これをどう、まとめるか。 

委 員  市に現状を把握しているのか聞いてみては。 

議 長  昭島市の施設予約システムが、どういうようなところでどういうふうな形になってい

るのかとか、見ればわかる資料はできるか。 

委 員  これから改善していくこととか、こういうような状況を把握しているのかわかればお

願いしやすい。 
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議 長  そうすると他市をいくつかサンプリングして比較できる。 

委 員  使える施設がどこだかわからない。と書いてあるが、昭島市の会館や市民会館以外に

も市民が手軽に使える施設のリストはあるのか。 

事務局  市民便利帳にはすべての施設が掲載されている。ホームページからもダウンロードで

きる。 

委 員  資料にある問題点について、市は把握しているのか。また、改善する予定はあるのか

などが見えてこない。 

     以前は昭和公園や学校でもキャンプファイヤーができたが、今は拝島自然公園のみで

ある。花火ができる公園もあるとよい。 

議 長  施設についてはいろいろな課題があるが、施設予約システムを良くするために、現状

分析を進めていくのが良いのではないか。予約システムを変えるとなると、時間とお金

がかかるが、社会教育委員として方向性を示し、いずれ予算化してもらうということで

良いか。 

委 員  次回の更新の前に、システムだけでなく、予約の内容なども含めて意見が出せると良

い。 

議 長  意見を出すには他市の状況も調査をするが、まずは本市の現状を把握する必要がある

ので、例えば市民会館を予約するにはどうすれば良いかなどがわかる資料の作成を事務

局にお願いしたい。 

委 員  システムの更新は必要であり、資料にある施設の不備や不足の意見もあるが、システ

ムもそうだが、不備や不足に関しても、長期的に見ていかなければいけない。だからこ

そ早めに取り組むことは理解するが、施設の活用方法に関連して、使える施設がわから

ない、存在を知らない、情報が少ないなどは、そもそも若者が施設を知らないというこ

とだと思う。そういう若者に対し、施設の存在を知ってもらうことが必要。先日開催し

た若者の会議で新しい動きがあったのではないか。 

委 員  若者版で中心となった３人が参加し、若者のフォローアップミーティングを開催した。

あきしま会議を受け具体的なアクションとして何をするか話し合った。結果として

LINE の公式アカウントのシステムを利用し、昭島市の情報を発信するアカウントを作

り昭島市の地域情報を若者向けに発信することとした。どういう情報が若者に求められ

ているのかを知ってから LINE アカウントを構築していきたいので、まずはアンケート

を行うこととした。その準備をしている状況である。施設の情報を知らないことについ

ても LINE アカウントの中で施設情報を若者の視点から発信することにもつながってい

くかもしれない。若者に任せておく部分と、社会教育委員または行政としても拡充すべ

き部分など、検討したほうが良いと考える。 

委 員  若者は楽しそうに会議をしており、若者だけで話す時間が欲しいなど、積極的に取り

組んでいた。 

議 長  本日はここまでとし、また次回継続していきたい。本日はこれにて閉会とする。 

次回         

９月 28 日（木）午後 7時より 204 会議室+Web 会議 

10 月 26 日（木）午後 7時より 204 会議室+Web 会議 


